
① 抱える課題  
・派遣、期間工員及びアルバイト等の短期間の就労経験が多く、1年を超えて就労した経験はありませんでした。 
・介護職を希望していましたが、介護職がどういった仕事なのか十分に理解できていない状態でした。 
   

介護福祉分野－1（介護パソコン科） 

男性：４０歳代後半        希望職種：介護職 
直近の雇用形態：溶接（派遣１年）、期間工員（自動車関連１年） 

※ 特記事項：過去１３年間に１年を超える就労経験なし 
         
        
 

② 支援内容・ポイント・経過 
・介護職を知るために特別養護老人ホーム等へのボランティア活動を勧めました。この体験や、窓口での職業相談を通じ
て介護職の仕事内容の理解を深めた上で、介護職への就職希望が明確になったことから、求職者支援訓練の実践コース
（介護パソコン科：３か月）を受講あっせんしました。 
・訓練受講により介護職の仕事理解をさらに深めるとともに、ホームヘルパー２級を取得されました。 
・本人が職場見学を行った上で、3件の介護施設の求人を紹介しました。 

③ 結 果 
 ・グループホームでトライアル雇用（注）で採用（月収１３万円） 
 
※ 支援期間６か月 
 
（注）トライアル雇用とは、ハローワークの紹介により、正規雇用を前提とした原則３か月のお試し雇用（トライアル雇用）を実施す    
るもので、この期間に就職に必要な技能や知識を身につけるとともに、職場や職種への理解を深めることができる制度です。このト
ライアル雇用を終了した方のうち約８割の方が、正規雇用として採用されています。 


